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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年11月15日(2012.11.15)

【公表番号】特表2011-509935(P2011-509935A)
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【国際特許分類】
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   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月20日(2011.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の１つ以上を含むポリペプチド組成物：
（ａ）配列番号３；配列番号４；配列番号５；配列番号８；配列番号９；配列番号１０；
および配列番号１１から成る群より選択される１つ以上のアミノ酸配列を含む単離された
ポリペプチド；または
（ｂ）（ａ）のポリペプチドと少なくとも９５％同一である単離されたポリペプチド。
【請求項２】
前記単離されたポリペプチドが、医薬的に許容される希釈剤に分散している、請求項１に
記載のポリペプチド組成物。
【請求項３】
前記（ａ）のポリペプチドが、配列番号３、配列番号４、および配列番号５から成る群よ
り選択されるアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
前記（ａ）のポリペプチドが、配列番号８；配列番号９；配列番号１０；または配列番号
１１から成る群より選択されるアミノ酸配列を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号８を含む、請求項１に記載の組成物
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。
【請求項６】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号９を含む、請求項１に記載の組成物
。
【請求項７】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号１０を含む、請求項１に記載の組成
物。
【請求項８】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号１１を含む、請求項１に記載の組成
物。
【請求項９】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号３を含む、請求項１に記載の組成物
。
【請求項１０】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号４を含む、請求項１に記載の組成物
。
【請求項１１】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号５を含む、請求項１に記載の組成物
。
【請求項１２】
配列番号３；配列番号４；配列番号５；配列番号８；配列番号９；配列番号１０；および
配列番号１１から成る群より選択されるアミノ酸配列のうちの１つ以上と免疫反応する単
離された抗体。
【請求項１３】
アミノ酸配列配列番号３と免疫反応する単離された抗体。
【請求項１４】
アミノ酸配列配列番号４と免疫反応する単離された抗体。
【請求項１５】
アミノ酸配列配列番号５と免疫反応する単離された抗体。
【請求項１６】
アミノ酸配列配列番号８と免疫反応する単離された抗体。
【請求項１７】
アミノ酸配列配列番号９と免疫反応する単離された抗体。
【請求項１８】
アミノ酸配列配列番号１０と免疫反応する単離された抗体。
【請求項１９】
アミノ酸配列配列番号１１と免疫反応する単離された抗体。
【請求項２０】
モノクローナル抗体である、請求項１２に記載の抗体。
【請求項２１】
ポリクローナル抗体である、請求項１２に記載の抗体。
【請求項２２】
個体における免疫応答を誘導するための、請求項１に記載の組成物。
【請求項２３】
被験体におけるＥ．ｃｈａｆｆｅｅｎｓｉｓ感染症を抑制するための、請求項１に記載の
組成物。
【請求項２４】
個体におけるＥ．ｃｈａｆｆｅｅｎｓｉｓ感染症を同定する方法であって、該個体からの
サンプルを以下の１つについてアッセイする工程を含む方法：
（ａ）配列番号３；配列番号４；配列番号５；配列番号８；配列番号９；配列番号１０；
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および配列番号１１から成る群より選択される１つ以上のアミノ酸配列を含む単離された
ポリペプチド；または
（ｂ）（ａ）のポリペプチドから成る群より選択されるアミノ酸配列と免疫反応する抗体
。
【請求項２５】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号３を有する、請求項２４に記載の方
法。
【請求項２６】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号４を有する、請求項２４に記載の方
法。
【請求項２７】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号５を有する、請求項２４に記載の方
法。
【請求項２８】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号８を有する、請求項２４に記載の方
法。
【請求項２９】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号９を有する、請求項２４に記載の方
法。
【請求項３０】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号１０を有する、請求項２４に記載の
方法。
【請求項３１】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号１１を有する、請求項２４に記載の
方法。
【請求項３２】
前記サンプルが、配列番号１７および配列番号１９のアミノ酸配列を有するポリペプチド
についてアッセイされる、請求項２４に記載の方法。
【請求項３３】
前記アッセイが、（ｂ）の抗体についてのＥＬＩＳＡによるものである、請求項２４に記
載の方法。
【請求項３４】
請求項１に記載のポリペプチド組成物を含む、適切な容器に収容された、キット。
【請求項３５】
請求項１に記載の２つ以上のポリペプチド組成物を含む、適切な容器に収容された、キッ
ト。
【請求項３６】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号８を含む、請求項１に記載の組成物
を含む、適切な容器に収容された、キット。
【請求項３７】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号９を含む、請求項１に記載の組成物
を含む、適切な容器に収容された、キット。
【請求項３８】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号１０を含む、請求項１に記載の組成
物を含む、適切な容器に収容された、キット。
【請求項３９】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号１１を含む、請求項１に記載の組成
物を含む、適切な容器に収容された、キット。
【請求項４０】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号３を含む、請求項１に記載の組成物
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を含む、適切な容器に収容された、キット。
【請求項４１】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号４を含む、請求項１に記載の組成物
を含む、適切な容器に収容された、キット。
【請求項４２】
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号５を含む、請求項１に記載の組成物
を含む、適切な容器に収容された、キット。
【請求項４３】
請求項１２に記載の１つ以上の抗体を含む、適切な容器に収容された、キット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　本発明の追加の実施形態には、本発明のポリペプチド組成物を含む、適する容器に収容
された、キットがある。一部の実施形態において、前記キットは、本発明の２つ以上のポ
リペプチド組成物を含む。特定の実施形態において、前記ポリペプチドは、配列番号８、
配列番号９、配列番号１０、配列番号１１、配列番号３、配列番号４、および／または配
列番号５のアミノ酸配列を含む。
　本発明の好ましい実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
以下の１つ以上を含むポリペプチド組成物：
（ａ）配列番号３；配列番号４；配列番号５；配列番号８；配列番号９；配列番号１０；
および配列番号１１から成る群より選択される１つ以上のアミノ酸配列を含む単離された
ポリペプチド；または
（ｂ）（ａ）のポリペプチドと少なくとも９５％同一である単離されたポリペプチド。
（項目２）
前記単離されたポリペプチドが、医薬的に許容される希釈剤に分散している、項目１に記
載のポリペプチド組成物。
（項目３）
前記（ａ）のポリペプチドが、配列番号３、配列番号４、および配列番号５から成る群よ
り選択されるアミノ酸配列を含む、項目１に記載の組成物。
（項目４）
前記（ａ）のポリペプチドが、配列番号８；配列番号９；配列番号１０；または配列番号
１１から成る群より選択されるアミノ酸配列を含む、項目１に記載の組成物。
（項目５）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号８を含む、項目１に記載の組成物。
（項目６）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号９を含む、項目１に記載の組成物。
（項目７）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号１０を含む、項目１に記載の組成物
。
（項目８）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号１１を含む、項目１に記載の組成物
。
（項目９）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号３を含む、項目１に記載の組成物。
（項目１０）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号４を含む、項目１に記載の組成物。
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（項目１１）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号５を含む、項目１に記載の組成物。
（項目１２）
配列番号３；配列番号４；配列番号５；配列番号８；配列番号９；配列番号１０；および
配列番号１１から成る群より選択されるアミノ酸配列のうちの１つ以上と免疫反応する単
離された抗体。
（項目１３）
アミノ酸配列配列番号３と免疫反応する単離された抗体。
（項目１４）
アミノ酸配列配列番号４と免疫反応する単離された抗体。
（項目１５）
アミノ酸配列配列番号５と免疫反応する単離された抗体。
（項目１６）
アミノ酸配列配列番号８と免疫反応する単離された抗体。
（項目１７）
アミノ酸配列配列番号９と免疫反応する単離された抗体。
（項目１８）
アミノ酸配列配列番号１０と免疫反応する単離された抗体。
（項目１９）
アミノ酸配列配列番号１１と免疫反応する単離された抗体。
（項目２０）
モノクローナル抗体である、項目１２に記載の抗体。
（項目２１）
ポリクローナル抗体である、項目１２に記載の抗体。
（項目２２）
個体における免疫応答を誘導する方法であって、治療有効量の項目１に記載の組成物を該
個体に送達する工程を含む方法。
（項目２３）
被験体におけるＥ．ｃｈａｆｆｅｅｎｓｉｓ感染症を抑制する方法であって、有効量の項
目１に記載の組成物を被験体に送達する工程を含む方法。
（項目２４）
個体におけるＥ．ｃｈａｆｆｅｅｎｓｉｓ感染症を同定する方法であって、該個体からの
サンプルを以下の１つについてアッセイする工程を含む方法：
（ａ）配列番号３；配列番号４；配列番号５；配列番号８；配列番号９；配列番号１０；
および配列番号１１から成る群より選択される１つ以上のアミノ酸配列を含む単離された
ポリペプチド；または
（ｂ）（ａ）のポリペプチドから成る群より選択されるアミノ酸配列と免疫反応する抗体
。
（項目２５）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号３を有する、項目２４に記載の方法
。
（項目２６）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号４を有する、項目２４に記載の方法
。
（項目２７）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号５を有する、項目２４に記載の方法
。
（項目２８）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号８を有する、項目２４に記載の方法
。
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（項目２９）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号９を有する、項目２４に記載の方法
。
（項目３０）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号１０を有する、項目２４に記載の方
法。
（項目３１）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号１１を有する、項目２４に記載の方
法。
（項目３２）
前記サンプルが、配列番号１７および配列番号１９のアミノ酸配列を有するポリペプチド
についてアッセイされる、項目２４に記載の方法。
（項目３３）
前記アッセイが、（ｂ）の抗体についてのＥＬＩＳＡによるものである、項目２４に記載
の方法。
（項目３４）
前記個体からサンプルを得ることをさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目３５）
項目１に記載のポリペプチド組成物を含む、適切な容器に収容された、キット。
（項目３６）
項目１に記載の２つ以上のポリペプチド組成物を含む、適切な容器に収容された、キット
。
（項目３７）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号８を含む、項目１に記載の組成物を
含む、適切な容器に収容された、キット。
（項目３８）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号９を含む、項目１に記載の組成物を
含む、適切な容器に収容された、キット。
（項目３９）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号１０を含む、項目１に記載の組成物
を含む、適切な容器に収容された、キット。
（項目４０）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号１１を含む、項目１に記載の組成物
を含む、適切な容器に収容された、キット。
（項目４１）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号３を含む、項目１に記載の組成物を
含む、適切な容器に収容された、キット。
（項目４２）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号４を含む、項目１に記載の組成物を
含む、適切な容器に収容された、キット。
（項目４３）
前記（ａ）のポリペプチドが、アミノ酸配列配列番号５を含む、項目１に記載の組成物を
含む、適切な容器に収容された、キット。
（項目４４）
項目１２に記載の１つ以上の抗体を含む、適切な容器に収容された、キット。


	header
	written-amendment

